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首里王朝の言語（１）

－人称代名詞の形成と発展一 中本正智

１．首里方言の形成

首里方言は琉球方言の中では共通語としての

地位にある大方言である。首里方言は，かつて

は日常語としてばかりではなく，古典劇におい

ても，現代劇においても戯曲語として用いられ，

南は八重山与那国から，北は奄美大島にいたる

まで多くの島の人々に親しまれてきた言語であ

る。

この首里方言が，いつごろ，どのような過程

で成立したかについては，沖繩研究の中で重要

な問題であるにもかかわらず，いまだ明らかに

されていない。この大きなテーマは,一個の論

文で論じつくせるものでもなく，個人の能力で

解明できるものでもないが，ここに問題提起の

意味を含めて，人称代名詞について，いくつか

の言語学的な事象を提示し，その解明の手がか

りを得ようとするものである。

普通のいわゆる共通語が中央政権の推移と発

展に左右されて生まれてきたように，首里方言

の形成は琉球王朝の発展の過程と平行してなさ

れてきたものと考えられる。

琉球王朝は周知のように短期間に生まれたも

のではない。その形成の淵源は，１１世紀末頃

にもさかのぼることができよう。

１１世紀末頃から各地に按司という支配者があ

らわれ，終期の三山分立とその統一に代表され

るように，支配者間の抗争を経て，1429年(永

享１）年に尚巴志によって沖繩全島が－つの政

権下に統合されることになる。その後も幾多の

曲折を経ながら，総仕上げ的に尚真王の１４７７

（文明９）年から１５２６（大永６）年の在位

５０年間に首里王朝の中央集権が確立される

(注１）。首里方言は，この首里王朝の中央集権

への足どりと平行して形成されていったものと

推察される。

なかでも，特筆すべきは尚真王時代に，これ

まで地方の領地で分立していた按司たちを，そ

の武装を解除して首里に住まわせたことである｡

これによって中央集権に付随して身分制度も確

立され，首里方言はこれらの制度に対応する言

語として，たとえば士族語と平民語の別および

敬語法についてみられるように複雑なものへと

発達していったであろう。

現在の琉球諸方言と首里方言を比較検討して

みると，首里方言の基本は尚真王の時代に確立

されたとみるのが適当であろう。

首里方言の母体がどのような地域の方言であっ

たかということについては，いまのところ地域

的に確定することはむつかしい。とはいえ，首

里方言の特徴にはある傾向がないでもない。

たとえば，首里方言のアクセントをみると，佐

敷．知念・玉城にひろがる－つの大言語団のア

クセントに類似し，那覇などの周辺語のアクセ

ントとは異なっている（注２）。また首里方言

は有気喉頭化音と無気非喉頭化音の対立がない

点，那覇方言や沖繩北部方言とは異なる。この

ように首里方言は沖繩中南部の方言，なかでも

東海岸の方言とつながる特徴を多くもっている。

こうみてくると，首里方言は沖繩中南部のあ

る方言を母体とし，周辺言語をかかえこみなが

ら，これに本土語の影響を強く受けて形成され

ていった可能`性が大きいといえよう。
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とができるものと考える。特に全琉球にわたる

分布図は有力な資料となり，言語学的にも，文

化史的にも，多くの問題を提起してくれるもの

である。

ここでは首里方言を琉球諸方言と比較する中

から，この方言の形成と発展のいくつかの面に

ついてふれたい。

２．父の言葉と母の言葉

伊波普猷先生は著作の中で「父の言葉」と｢母

の言葉」という用語を使って，琉球方言の中|こ

にみられる言語的な受容の層に言及しておられ

る。かいつまんで言えば，院政時代以後に九州

からの侵入者のもたらした言葉は「父の言葉」，

侵入以前の本来の言葉は「母の言葉」というの

である。

たとえば，琉球方言で「使役の表現」として，

kakaJimijun（書かせる）とkakasun（書

かせる）の両形がある。両形の助動詞のうち，

前者のJimijunは「しtR｣に対応する「母の言葉」

であり，後者のｓｕｎは「す」に対応する院政

時代以後に流入してきた「父の言葉」であると

する。奈良朝期に「しむ」のあるところへ，平

安朝期になって「す」が発達し，これが沖繩へ

移入されたとみるのである。また,沖繩には「月」

をあらわす本来の語はなかったが，jimutJitji

（１１月）ｊｉｗａ【Ｊｉ（１２月）などは現在の

首里方言でも普通に使われ，和名の「しもつき」

「しはす」を取り入れた「父の言葉」であると

する（注３）。

伊波先生の「父の言葉」「母の言葉」をかり

るまでもなく，琉球方言では過去に語の借用が

幾度となく行なわれ，現在，これらが層をなし

て存在している。そして，島と島との交流の度

合によって語の地理的なひろがり方も異なり，

さらに語ごとにその様相が異なるから，結果的

に島ごとの方言特徴の差も大きなものになって

いる。現在みられる琉球諸方言の多様性は，こ

のような文化史的な発展とかかわって形成され

たものとみられる。

現在の琉球諸方言の構造を明らかにし，また

比較方言学的に諸方言を比較することによって，

上記のような言語の発展過程を明らかにするこ

３．人称代名詞について

首里方言の人称代名詞はどのように形成され

たか。

現代の首里方言の自称と対称の単数に限って

言えば，

自称対称（普通）対称（敬語）

ｗan(ｗａＯ７ｊａＸ ｎａＺ

？ｕｎｄ５ｕ

のような構造になっている。対称（敬語）にウ

ンジュを有しているのが特色である。その複数

は，

ｗａｔｔａ【７ittaKｎａｔｔａＸ

？und5unaX

？ｕｎｄ５ｕｎａＫｔａＸ

である。

琉球の主な方言では，どのようなすがたにな

っているか。次にそれを比較しよう。

奄美大島北部の佐仁では，

自称対称（普通）対称（敬語）

？jaXwannan（単数）

？jakjawakjanakja（複数）

である。対称の敬語は、ａｎであり，首里の

ウンジュ？und5uに対応する形は用いない。

奄美大島南部の古仁屋では，

７ｕｒａｗａｎｎａｍ

７ｕｒａｋｊａｗａ【ｋｊａｎａ【ｋｊａ

である。対称として？uraがあらわれ，佐仁
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の？』a：と対立する。

奄美大島の北部は佐仁と同類のすがたであり，

瀬戸内町を中心とする南部は古仁屋と同類のす

がたである。

徳之島の山では

ｗａｎ ？jaK７ｕｉ

ｗａｋｋｊａ？ｊａｋｋｊａ ７ｕｉｔａ

である。この方言では対称（敬語）として

７ｕｉが用いられるところに特色がある。これ

は本来，対称の＊ｏｒｅに対応するもので，敬称

へと発達したものであろう。敬称のnaXは未だ

用いられていない。

徳之島の多くの方言では対称は，奄美大島北

部と同様に？ja8が用いられるが，伊仙方言な

どでは？uraが用いられている。

喜界島の志戸桶では，

ｗaｎ（ｗａｎｕ）ｄａＺ ｄａ（

ｗａ【ｋｊａｄａｎｎａＺ ｄａｎｎａ【

ｎａＫｍｉ

ｎａＫｋｊａ

である。この方言では，対称として目下・同輩。

目上の別なくｄａ【を用いることができるが,特

に目上に対しては、a:ｍｉを用いることがで

きる。ｄａ【が本来のもので，ｎａＸｍｉは移入し

たものであろう。

沖永良部島の上城では，

７ｕｒａＫｗａｎｕｎａｔａ

７ｕｋｊａｗａｋｊａｎａｔａｔａ

である。対称には7uraX（目下）とnatａ

（目上）が用いられる。natａは単数,natata

は複数である。沖永良部島の国頭，新城方言な

どでは，同輩に？ｕｉ（単）７uita（複）

を用いる。

与論島の茶花では，

ｗａｎｕ ？ｕｒａ ｍｒｅＫ

ｗａ【tJa 7uratja ？ｕｒｅ【ｔａ【

である。この方言では，対称の敬語は？ure【

であり，ｎａ系は用いられていない。これは徳

之島の？ｕｉなどと同類の構造である。

沖繩北部の伊平屋島では，

ｗaｎ？ja:，？ura？uga，？ｕｎｄ５ｕ

ｗａｔｔａ【？itta8，？urata【？ｕｇａｔａ【，？ｕｎｄ５ｕｎａ【

である。この方言では対称が二形併存している。

普通態としては？ｕｒａがあるところへ？』a【

を取り入れ，敬語態としては？ugaがあるとこ

ろへ？und5uを取り入れたものと推察される。

沖繩北部の安波では，

７ｕｒａｗａｎｎａｎ，？ｕｎｄ５ｕ

ｗａｌｋｅＸ？ｕｒｉ【 ｎａｎｎｅ【,？ｕｎｄ５ｕｔａｚ

である。対称（敬語）は、ａｎと？und5uを用い

る。

沖繩南部の糸満では，

ｊａ【ｗａｎｎａ【

ｗａｔｔａＸ？ｉｔｔａＸｎｉｔｔａＫ

である。

宮古島の平良では，

ｂａｎｖｖａｖｖａ

ｂａｎｔａｖｖａｔａｖｖａｔａ

である。対称は敬語が発達せず，目下・同輩・

目上の別なくｖｖａを用いる。、ａ系は用いない。

７und5u系は首里方言（沖繩方言）という理解の

もとに用いることもあるが，宮古方言ではない。

宮古島の多くの方言は平良方言のようなすが

たである。

宮古の伊良部島伊良部では，

７ａ７ａ ｊａ【 ｊａ【

ｐａｎｔｉｉｔｉｉｔｉ

である。この方言では対称として目上・目下

の別なく，ｊａ【が用いられる。宮古大神島では，

ａｎｕｖｖａｖｖａ
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ｗａｎｕ沖永良部島，与論島

waniX沖繩北部名護

ｂａｎ宮古島，多良間島，八重山黒島

ｂａｎｕ八重山諸島

ｗａとｂａは音韻的な変化にすぎない。

以上の分布から琉球方言の自称の代名詞として

ａ系とｗａ系とが併存していたことが推察され

る。したがって祖形として＊ａと＊ｗａをたてる

ことができよう。現在でも沖繩北部瀬底島方言

はこの両形を有している。これらのすがたは奈

良朝期中央方言の「あ」「わ」の併存のすがた

および現在八丈方言のすがたに対比されよう。

首里方言のすがたはａ系が衰退し，もっぱ

らｗａ系を用いるようになったものと推察され

る。

琉球諸方言の対称の普通態（目下と同輩）は

ｏｒａ系である。（分布図「おまえ」参照）

７ora奄美大島与路島

７ura，７ura【沖繩北部，伊是名島，伊平屋

島，与論島，沖永良部島，奄美大島南部，

八重山西表租納

？ra【沖繩北部伊江島

ｎｄａ与那国島

ｄａ【奄美喜界島

７jaI，jaK沖繩屯南部とその属島。奄美大

島北部，徳之島，宮古伊良部島伊良部

vva，vva【宮古諸島

ｕｖａ，ｕｗａ，ｗａｘ，ｗａｎｕ八重山諸島

以上の語形から祖形をたてると＊ｏｒｅ＋ａと

なる。ａは親愛をあらわす接尾語である。

現在の諸方言の形は次のような変化過程によ

って説明される（注４）。

＊ｏｒｅ＋ａ→ｏｒａ→？ｕｒａ→？ｒａＸ

＊ｏｒｅ＋ａ→ｏｒａ→７ｕｒａ→？ｉｄａ→

ｄａＸ→ｎｄａＫ

ａｎｔａｖｖａｔａ【ｖｖａｔａ【

である。八重山の石垣では，

ｂａｎｕｗａｎｕｗａｎｕ

ｂａｎｄａＫｗａｄａ【ｗａｄａ【

である。対称の敬語が発達していない点は宮古

の方言と同類である。竹富島では，

ｂａｎｕｗａＫwaK

bana【baJ灯baJa/了

である。黒島では

ｂａｎｕｖａｕｖａ

ｂａｎｔａｕｖａｔａｕｖａｔａ

である。西表島租納では

ｂａｎｕｕｒａｕｒａ

ｐａＯｋｊａｕｓａｋｊａｕｓａｋｊａ

である。対称としてurandza(単）urandzakja

を用いることもある。敬語は発達していない。

波照間島では

ｂａｎｕ ｄａ【ｄａＫ

ｂｅｍａ ｄａｉｍａ ｄａｉｍａ

である。

与那国島の祖納では，

ａｎｕ，ｂａｎｕｎｄａ，ｎｄｉｎｄａ，ｎｄｉ

ｎｄｉｎｔａｂａｎｔａｎｄｉｎｔａ

である。自称としてanu系とbanu系が用いら

れる点に特色がある。対称は敬語が発達してい

ない。

琉球諸方言の自称には，ａ系とｗａ系がある

（分布図「わたし」「わたしたち」参照）｡

（イ）ａ系の方言

与那国，宮古伊良部，宮古大神島，

沖繩北部瀬底

（ロ）ｗａ系の方言

ｗａｎ沖繩本島全域，奄美大島，徳

之島，喜界島
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＊ｏｒｅ＋ａ→ｏｒａ→７ura→７ira→？ｉｊａ

－÷？』ａ【→ｊａ【

＊orｅ＋ａ→ora→ura-÷ｖｖａ（：）

vva(【）→uva→ｕｗａ→ｗａ(【）

以上によって，首里方言の？ｊａ【は＊orｅ＋ａ

からの変化形であることがわかる。複数形が

？itta【であるのをみると，語頭音は？iに変化

してからその母音を脱落させていったと思われ

る（注５）。

琉球諸方言の対称の敬語態はｏｒｅ系とｎａ【系

と？und5u系である。（分布図「あなた」参照）

（イ）ｏｒｅ系の方言

？ｕｉ 徳之島の松原，山，天城，亀津

７uri徳之島の伊仙

？ure【与論島

以上の方言では敬語態としてｏｒｅ系が用いら

れるが，沖永良部島では同輩に対して？uiが用

いられる。

（ロ）ｎａｘ系の方言

、ａｎ 奄美大島1上部

ｎａｌｎ 奄美大島南部瀬戸内町

ｎａＫｍｉ喜界島，沖繩北部

natａ沖永良部島

ｎａＸ １t１１繩本島とその属島

ｎａ【系は奄美大島，喜界島，沖永良部島，沖

繩本島とその属島に限られる。

（'､）？und5u系の方言

沖繩本島とその属島

７und5u系は奄美大島や先島にはひろがら

ない。

琉球方言の中には対称の敬語態カミ発達せず，

普通態と同形を用いる方言がある。それは宮古

諸方言と八重山諸方言である。たとえば平良で

は目下。同輩・目上すべてに対してvvaを用い

る。

以上のすがたから，対称の敬語態は琉球方言

には本来存在しなかったものと推察される。す

なわち，祖形は普通態と敬語態とが未分化の状

態ですべて＊ｏｒｅを用いていた。そこへ親愛を

あらわすａを付加して＊orｅ＋ａが普通態とし

て発達し，本来の＊oreは敬語態へと発達して

いった。このような形から発達してできたのが

現在の徳之島方言のようなすがたであろう。

、ａ【系は，本来未分化の琉球方言に敬語態と

して本土系の語を取り入れたものであろう。そ

の分布が奄美・沖繩の一部の島に限られている

のをみると，さほど古い層でもないようである。

ウンジュ？und5uは本来士族語として用いら

れたらしく，沖繩本島とその属島に限られてい

る。この種の語こそ首里方言と呼ぶにふさわし

い。

対称をあらわす語の推移は，待遇関係が未分

化の状態ですべて＊ｏｒｅであった琉球方言本来

の構造の中に、a【を取り入れ．さらに身分制度

の発達に対応して？und5uを生み出していった

ものと推察される。いったい，ウンジュの語源

は何であろうか。

従来，ウンジュは「御所」「思胴」「御胴」

と関係して論ぜられてきた。

これらの説は，かならずしも十分に説得力の

あるものとは思われない。これまでの琉球方言

のすがたとその発展から推察すると，ウンジュ

？und5uは＊orｅ＋ｎｏ＋ｓｊｕからの発達と見る

べきであろう。＊ｏｒｅは本来的な対称の語であ

ると同時に，指示代名詞の近称のウリとも通じ

る語である。＊ｓｊｕは「おもろさうし』で「し

ゆ」「しよ」（主）と表記されている語である。

以上を要するに，琉球方言の人称代名詞の祖

体系を示せば次の通りである。
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「おもろ」時代に，「な」が存していること

は注目すべきで，当時はすでにくＣ〉の段階ま
で発達していたものと推察される。

〈Ａ〉自称対称

＊ａ ＊ｏｒｅ

＊ｗａ

この体系では，対称の待遇価が未分化の状態

である。宮古・八重山の方言はこの形から発達

したものであろう。

〈Ｂ〉自称対称（普通）対称（敬語）

＊ａ＊ｏｒｅ＋ａ＊ｏｒｅ

＊ｗａ

この体系は，対称に親愛をあらわすａを付け

ることによって待遇価を生み出して分化したも

のである。徳之島方言は，この形から発達した

ものであろう。

〈ｃ〉自称対称（普通）対称（敬語）

粘柘r…．､`:)(平民）＊ｗａ

粕“･賑…孟隅j､)(士族）
この体系はくＢ〉を基本にし，敬語としてnaK

を取り入れさらに，すでに述べた語構成によっ

て？und5uを派生させて待遇価をより複雑にし

ていったすがたである。

首里方言の人称代名詞の構造はくＣ〉のよう

な形から発達したものであろう。この形は首里

王朝における身分制度の確立と符合して発達し

てきたものと察せられる。

では，「おもろ」時代の人称代名詞はどうか。

それは次のようになっている（注６）。

自称対称（普通）対称（敬語態）

△あ△あん△おか

Ｏあ○あんＯおがｏな

△わ△わん

ｏわん

（△印は「おもろさうし』の例，○印は『混効

験集」の例）

４首里方言の波及と定着

首里王朝を背景に，首里方言が周囲にどのよ

うに波及し，これが定着していったかについて，

その度合を語の分布状態からみれば，およそ次

のようになる。「言語と文化の波及地図」参照。

（１）沖繩中南部と久米島・慶良間諸島など

西海岸の属島

（２）沖繩北部と伊江島などその属島

（３）沖永良部島と与論島

（４）喜界島・徳之島・奄美大島

（５）八重山石垣とその属島

（６）与那国島

（７）多良間島。水納島

（８）宮古島とその属島

この順は首里文化の影響関係の度合を示すも

のでもあり，（１）が最も強く，（８）が最も弱い。

これは，文化交流史的にみた琉球方言の区画で

もある。

首里王朝が成立してから琉球列島に語が進入

するときには，ひとつの大きな傾向がある。そ

れは，まず沖繩中南部地域に新語を取り入れる

ということである。そして，そこを中心に周辺

へひろがっていった。ひとつは，沖繩北部およ

び奄美地域へ北上するものがあり，ひとつは，

八重山地域および宮古地域へ南下するものがあ

る。しかも，島伝いにひろがるものばかりでは

なく，語によってはある島をとびこしてひろが

っていくものまである。

琉球列島に語が進入するときは，このように

島伝いに「北上する」とか「南下する」とか単

純に言えないことはもちろんである。
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注６．仲原善忠・外間守善|｢おもろさうし辞

典総索引』角川書店，１９６７年

外間守善編著『混効験集校本と研究』

角川書店，１９７０年

注１．比嘉春潮『沖繩の歴史』沖繩タイムス，

１９６０年

仲原善忠『琉球の歴史』文教図書，

１９７８年

注２．中本正智「沖繩南部の１．２音節語の

アクセント」『国語学』41,国語学会

１９６０年

注３．『伊波普猷全集』第４巻平凡社，３７１

ページなど，１９７４年

注４中本正智「琉球方言音韻の研究』法政

大学出版局，１９７６年

注5．服部四郎『日本語の系統』岩波書店，

本稿は，「語の分布から見た首里王朝文化一

首里親国の文化圏一」の題で，昭和５３年7月

２２日法政大学沖繩文化研究所（サンシピル）

で口頭発表した原稿の中から，「人称代名詞」

に関する部分だけをとりあげて，改稿したもの

である。今後，このようなテーマで問題を深め

ていきたいと考えている。

２８８ページ以下，１９５９年
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